
令和５年度第２回 社会教育委員会議 

議 事 要 旨 

 

１．開催日時：令和５年 10 月 17 日（火） 10:00-11:00 

開催場所：八尾市立青少年センター３階 集会室 

出席委員：二宮委員・田中委員・角田委員・大槻委員・畑委員 

中道委員・赤松委員・山根委員（順不同） 

 

２．議事案件 

１ 令和５年度第１回社会教育委員会議録の承認について 

２ 報告事項について 

【生涯学習課】 

① 第 71 回女性フェスティバルの開催について 

② 第 28 回八尾市こども会親善つな引き大会の結果報告について             

③ 第 63 回八尾市こども会連合親善ソフトボール大会について  

④ 令和５年度「少年を守る日」「家庭の日」運動強調月間について             

⑤ 少年育成と家庭教育支援市民大会」の開催について  

⑥ 令和４年度八尾市生涯学習センター指定管理者事業報告について 

   【八尾図書館】 

⑦ 今東光資料館企画展示の実施について                                   

   【観光・文化財課】 

⑧ 観光・文化財課関連事業（令和５年 10～12 月）について 

⑨ 令和４年度文化財施設指定管理者事業報告について 

   【文化・スポーツ振興課】 

⑩ 文化スポーツ振興課事業概要（令和５年 10～12 月） 

⑪ 令和４年度八尾市立スポーツ施設指定管理者事業報告について 

  ３ その他 

・令和５年度中河内･南河内地区社会教育委員研究協議会について 

 

３．意見交換の概要（○：委員、●：事務局） 

 １ 令和５年度第１回社会教育委員会議録の承認について 

  ※全委員異議なし 

 

２ 報告事項について 

○生涯学習センターの指定管理者実績報告について、施設の利用状況の平均稼働

率が低い中、収支状況として 800 万円弱の利益が出ているが、その理由を教え

てほしい。 

●令和４年度においては、コロナ禍の影響が残りつつ、八尾市こども総合支援セ

ンターの工事により開館日数が減少せざるを得ない中で、指定管理者が運営面

で工夫することにより経費節減に努めたことによるものと報告を受けている。 



○文化財施設指定管理者事業報告の中で施設の収支を見ると差引額がプラスない

しゼロになっているが、単年度決算で黒字になるように市の方から指導してい

るのか。 

●文化財施設の指定管理者に対して、市の方から単年度で黒字になるような指導

をしているわけではない。指定管理者からの報告内容をありのまま公表してい

る。 

○女性団体連合会が主催する「女性フェスティバル」が 4 年ぶりに開催される。

講座の成果発表や地域からの発表もあるので、ぜひ委員の皆様にも足を運んで

ほしい。 

○八尾市では、こどもに対する施策は、いじめ対策や子供向け施策など充実して

いると感じている。こども家庭庁からも評価され、八尾市が地域での事業を実

施すると聞いているが、詳しく教えてほしい。 

●こども家庭庁から学校外からのアプローチによるいじめ解消の仕組みづくり

に向けた手法の開発・実証事業について、いじめからこどもを守る課が「八尾

市モデル」として採択された。主な取り組みとして、いじめの相談アプリの導

入がある。児童生徒に配布しているタブレットに相談アプリを取り込み相談体

制の充実に取り組むものである。今年度は 5 中学校区に導入予定で、 

 現時点では 1 中学校区であるが順次進めていく予定である。また、「いじめ防

止啓発強化月間」として、5 月・10 月をその期間と定め、ピンクＴシャツを

着ながら啓発活動に取り組む予定である。また、いじめの実態調査にも取り組

んでいるところである。さらに、福祉分野や子ども分野等の関係部局との連携

も図っているところである。このような事業を中心に教育委員会でもできるこ

とを連携しながら進めているという状況である。 

○八尾市が他市と比べても積極的に施策展開しているところを、市民向けにもっ

と上手にアピールすることも必要である。 

○八尾市にとっていいニュースをもっと発信していいと思う。 

  ●今後は市として取り組んでいる内容を様々な手法で積極的にＰＲすることに努

めてまいりたい。 

  ○市の事業に対しては、様々な団体が協力している。このような企業や団体の連

携が目に見える形にできるとよい。そのように取り組むことで、八尾市が協力

してくれている団体や企業を大切に思っていることが伝わる。 

 

３ その他 

・中河内・南河内地区社会教育研究協議会について、今年度は 12 月 21 日（木）

に松原市で開催する予定であるが、詳細な情報が入り次第、参加意向を確認さ

せていただく旨説明した。 


